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1. ガイドライン作成の経緯 

「放射線診療(業務)従事者」は、法的(医療法、RI 規制法、電離則等)に「管理区域に⽴ち
⼊る者」と定義され、法令上「放射線診療(業務)従事者」に指定した者に対しては、個⼈モ
ニタによる線量評価、教育・訓練、健康診断の実施等が義務付けられている。 

看護職者を含む医療スタッフを法令上の「放射線診療(業務)従事者」として指定するか否
かに関しては、それぞれの医療施設の判断に任されており、各施設では所属部署や「管理区
域」への⽴ち⼊りの頻度等により放射線診療(業務)従事者の範囲を各々独⾃に決め、指定し
ており、各施設の指定に関わる判断の基準はまちまちである。 

そこで、⽇本放射線看護学会は、看護職者の放射線診療(業務)従事者として法的に管理す
べき対象者の選定基準を標準化し、放射線診療(業務)従事者として指定した看護職者に対し
ては確実に線量評価、教育・訓練、健康診断を実施することにより、看護職者達が安⼼して
放射線診療業務に従事できるようにすることが必要であると認識し、看護職者の放射線診療
(業務)従事者を指定するためのガイドラインを提⽰することとした。 

ガイドラインの作成は、原⼦⼒規制庁 放射線安全規制研究推進事業 放射線安全規制
研究の委託(主任研究者：草間朋⼦)を受けて実施した。 

本ガイドラインは⽇本看護協会、⽇本医師会、⽇本診療放射線技師会の賛同を得ている。 
 

2. 指定基準作成にあたっての看護職者の区分の基本的考えと⼿順 

2-1 放射線診療(業務)従事者の指定にあたっての看護職者の区分 
 本ガイドラインでは、放射線防護・管理の⽅策を効果的・効率的に実施することを⽬標に
看護職者を以下の 3 つに区分する。 
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2-2 看護職者の区分(A,B,C 区分)の⼿順 
【⼿順 1】 
看護職者を所属部署や看護単位に基づいて表 2 のⅠとⅡの２つに分類する。 

 
 

分類Ⅰに該当する看護職者は全て放射線診療(業務)従事者に指定し、法令(医療法、RI 規
制法、電離則等)に基づく①線量評価、②教育・訓練、③健康診断(但し、法令に準じた除外
規定あり)を⾏うこと。また、不均等被ばく(例えば防護エプロンを装着して作業する等)の場
合には実効線量の測定・評価のための個⼈モニタは体幹部と頸部の２カ所に装着すること。 

 
【⼿順 2】 

分類Ⅱに該当する看護職者は、業務内容などに応じて A、B、C の３つに区分する。 
 分類Ⅱに該当する看護職者については、別表 1-1 および 1-2 に⽰した放射線診療に従事
する頻度や時間を考慮して A, B, C の 3 区分に分ける。A、B、C の区分は表 3 の予測被ばく
線量で⾏なった。 
 

 
 
 

*  5mSv × 1/3 × 3/10  

** 1mSv × 1/12 
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2-3 看護師の区分にあたっての注意点 
 
① B 区分に該当する看護職者の被ばく線量が 100μSv/週を超えた場合には A 区分に移⾏

する。 
② B 区分に該当する項⽬が⽉に２項⽬以上である状態が 1 ヶ⽉以上継続する、または、B

区分に該当する項⽬が２項⽬以上の状態が合計 1 ヶ⽉以上になる者は、A 区分とする 
③ 作業環境の放射線測定により看護職者の常時滞在する場所の空間線量率の測定で 2.5μ

Sv/時または 500μSv/⽉を超えないことが明らかな場合は B 区分の看護職者の線量測
定は電⼦式個⼈線量計(ポケット線量計)で⾏うことも可能である。 

④ 本ガイドラインに⽰した「放射線診療(業務)従事者として指定するための基準」は各施
設における最低限の区分基準として⽰したものである。したがって、C 区分に該当する
看護師に関しては以下に⽰す状況がある場合には、 A, B 区分とするか否かを個別に判
断する必要がある。 
l 看護職者から放射線管理の対象者として欲しい旨の要望があり、その要望が合理的

であると判断された場合。 
l 施設において、すでに本ガイドラインに⽰した基準よりも厳しい基準を⽤いている

場合。 
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別表 放射線診療業務内容ごとの看護職者の区分⼀覧  (実効線量の推定) 
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別表の続き 
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